
事業者、サンゴの一部を移植 

                 泡瀬干潟を守る連絡会 11月14日 
 
泡瀬干潟埋立工事の第一期工事区域内に生息するサンゴ（ｽｷﾞﾉｷﾐﾄﾞﾘｲｼ･ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ等）について私たち、

泡瀬干潟を守る連絡会は、国･県･沖縄市に保全（工事を中止せよ等）を訴えてきましたが、事業者は、10 月

28日～11月 5日にかけて、生息しているサンゴのごく一部を移植しています。 
 私たちは、埋立事業に反対し、国･県･沖縄市にサンゴ・海草・新種・貴重種の保全を何度も要請してきまし

てきましたが、私たちには何の連絡もありませんでした。サンゴ移植については、私たちも情報を得ていて、

それについての要請を準備していたところです。 
この移植は、私たちの粘り強いたたかいの成果ではありますが、976㎡の一部145㎡を移植して、事を済ま

そうとする事業者の態度を容認するわけにはいきません。 
私たちは、一期工事の中止(中断)を求めて、これからもたたかいを継続していきます。 
これまでの経過をまとめます。 

１．事業者は、ｱｾｽ書で埋立工事区域内のサンゴは10％未満であり、保全の対象ではない、としていた。 
また、西防波堤北西部（現在のﾋﾒﾏﾂﾐﾄﾞﾘｲｼ生息地）はサンゴが生息しない、とｱｾｽ書に記載されていた。 

２．泡瀬干潟を守る連絡会は、独自の調査で、一期工事区域内にサンゴが被度 10％以上、面積 550 ㎡以上生

息していること、西防波堤北西部に被度50％以上、面積2500㎡以上のﾋﾒﾏﾂﾐﾄﾞﾘｲｼが生息していることを

明らかにし、ｱｾｽ書の記述は間違っている、サンゴ保全のため工事を中止せよ、と要請してきた（05 年 5
月18日）。 

３． 事業者は、私たちの指摘を無視することが出来ず、05 年 5 月～6 月に調査しその結果を次のように

発表している。 
(ア) 一期工事区域内のサンゴは、ｽｷﾞﾉｷﾐﾄﾞﾘｲｼ･ﾘｭｳｷｭｳｷｯｶｻﾝｺﾞ・ﾎｿｴﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ･ｵﾔﾕﾋﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ･ﾔｯｺｱﾐﾒｻﾝｺﾞな

どで、面積871㎡である。 
(イ) 西防波堤北西部にはﾋﾒﾏﾂﾐﾄﾞﾘｲｼが生息し、面積は29,360㎡である。 

４． 事業者の調査結果は、私たちの指摘が正しかったことを明らかにしている。私たちは、それを踏まえ

て、事業の中止を訴えてきたが、事業者は工事を推進し、07年度工事で一期区域の護岸が完成し、サンゴ

が閉じ込められた。 
５． 08年9月、沖縄市議会・沖縄県議会で一期工事区域内のサンゴの保全の質問に対して、「移植して保

全する」と答弁していた。 
６． 08年10 月28日～11月 5日、事業者はサンゴの一部を移植した。 
７． 事業者（沖縄市）は、移植についてマスコミに公表した（平成20年11月13日）。 
     次は沖縄市がマスコミに公表した資料です。 
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